
ひと・地域・産業がきらめくまちをめざして

豊
か
な
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来
へ
向
か
う
ひ
と
づ
く
り

【
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
】

こ
こ
ろ

　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな「きらめく」人材を育成するため、児童生徒が安全で安心して学
べる教育環境の整備と充実に努めています。

　一人ひとりの豊かな心と個性を育むため、生涯にわたって活動を続けることができるよう、学習機会の充
実と学習の場の整備を図ります。

生涯学習

学校教育
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文化センター

サブアリーナ

ひらかわドリームアリーナひらかドーム

克雪型の屋内運動場「ひらかドーム」を中心とし、新しい体育館「ひらかわドリームアリーナ」、屋内温水プール、

テニスコート、陸上競技場などを配置した年間を通じて利用可能なスポーツコミュニティ施設となっており、地域

住民の健康増進と交流の促進を図るとともに、スポーツ人口の拡大、競技力の向上を推進します。

スポーツランドひらか
メインアリーナテニスコート屋内温水プール



　須 々 田　孝　聖



　石　田　　　芳
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　葛　西　勇　人

議　会

議　長 副議長



碇ヶ関診療所 一歳児健診葛川診療所

平川診療所





環境への負担軽減を図るため、市が率先して新エネルギーの導入や省エネルギーの推進を図っています。

太陽光発電システムは、平成 23 年に市内の小中学校 13 校、平成 26 年に平川診療所に設置しました。

恵まれた地域資源を未来へ引き継ぐために、地球にやさしいまちづくりの推進を図ると共に、公園や緑地、

小中学校太陽光発電システム（平成 23 年３月設置）

住環境の充実に努めています。

　また、本庁舎は、地下水を利用した空調や融雪設備、断熱性に優れた材料の使用や自然光の取り込み、太陽

光発電、蓄電池の導入などにより、一次エネルギー消費量の 50 ％削減を実現し、庁舎としては県内初の

※ZEBReadyとは、
省エネルギー手法の採用
によって、建物で消費する
エネルギー量を、建築物
省エネ法で定める基準値
に対し、50％以上の削減
を実現した建物。

「ZEBReady認証」を取得しております。

本庁舎太陽光発電システム
（令和４年７月設置）





と
活
力
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

【
産
業
・
経
済
】

う
る
お
い

　農業は、当市の基幹産業であり、主要作物としては米とりんごです。また、野菜、花卉、畜産も全国的
に評価されています。食の安全・安心を求める消費者ニーズに対応するため、有機栽培や減農薬など積極
的に取り組んでいます。

農　業

平川カントリーエレベーター（平成 24 年３月完成）
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尾上農工団地

　地域経済の活性化や若者の定住促進、雇用確保のため企業誘致に努めています。また、新技術、新製品の開
発、販路開拓を支援しています。



で
快
適
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

【
都
市
基
盤
・
公
共
交
通
・
情
報
通
信
】

便
　
利

　地域間相互の連携・交流を図るため、交通利便性の高い道路整備を推進します。また、安全・安心の視
点から景観やまち並みに配慮し、人にやさしいまちづくりを目指しています。

都市基盤

生垣ロード

住宅街の除雪

山間部の除雪
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て
し
ざ
め
を
ち
ま
く
め
ら
き
が
業
産
・
域
地
・
人

　若年者や高齢者など移動手段を持たない交通弱者にとって、利用しやすく快適であり、効率的で持続可
能な公共交通サービスを提供します。また、環境への配慮から公共交通の利用を促進しています。

　情報システムの整備により、迅速で効率のよい行政サービスを提供します。また、学校教育や生涯学習
活動を通じて、インターネットを活用した市民の情報活用能力の向上に努めます。

公共交通

情報通信

平川市循環バス

弘南鉄道弘南線

28

て
し
ざ
め
を
ち
ま
く
め
ら
き
が
業
産
・
域
地
・
人

　若年者や高齢者など移動手段を持たない交通弱者にとって、利用しやすく快適であり、効率的で持続可
能な公共交通サービスを提供します。また、環境への配慮から公共交通の利用を促進しています。

　情報システムの整備により、迅速で効率のよい行政サービスを提供します。また、学校教育や生涯学習
活動を通じて、インターネットを活用した市民の情報活用能力の向上に努めます。

公共交通

情報通信

平川市循環バス

弘南鉄道弘南線
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尾上地域予約型乗り合いタクシー

学習でのタブレット活用スマートフォン教室




